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お買い上げいただぎ、ありびとラございます。 

• お使いになる前に必すこの取扱説明書を 
お読みになり、正しくお使いください。 

• 取扱説明書はご使用になるちびいつでも 
取り出せる場所に、保証書と巧に大切に保 
管しでください。 
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まをのために{8^ずぉ守り<ださぃ 

この取扱説明書にある項目は、危険の程度によって巧の3段階に区分しています。 


A 危険 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死 C 、 重傷を負ラを険、または 
乂災の危険び差しをっでちじることび想定される内容を示しでいます 

A 警告 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が'死こ、重傷を負ラな能性、または 
乂災のな能性が'想定される内容を示しでいます 

A 注意 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が'傷害を負ラな能性や物的損害の 
発生び想定される内容を示しでいます 


本文かの7—クは、巧の意味を表します。 

(7 -クの中や园迈に具体的な内容び書かれでいます。） 


に ) 嚷强 ) 煙 ) 

このマークは、しではいけない 
f 禁止」を表しでいます。 

〇處轉 

このマークは、必す実行しでいただく 
r 指示」を表しでいます。 

A 


A 危険 (DANGER) 


力.、…ッほ用**止 

ガソリンなど揮発1まの高い';由は絶巧に使巧しないでください。 
义災の原因になります。 



么警告 (WARNING) 


スプレー巧厳禁 

スプレー击や力じツトこんろ巧ボンベな 
どを温風のあたるところに放置しない 
でください。 

熱でちの旺力び上びり、爆発し、危険です。尚 



寝るとを消义 

寝るときや外化するときは、 
必す'消义しでください。 

ず想しない事故び発生する 
おそれびあります。 



可燃性ガスほ用厳禁 

フアンヒーターを使巧しでいる部屋で、 
可燃性ガスび発をするちの(ベンジン、シン' 
ナー)、スプレーを使巧しないでください。 
义災や故障の原因になります。 





温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹化 □ や燃焼’温風 
空気取入□をふさびないでください。 
異常燃焼や义災の原因になります。 



換気が要 

換気せすに使巧しつブけないでくださ 
い。酸素び不足すると不完を燃烧し、 
一酸化质素などが'発生しで中毒になる 
おそれびあります。 

窓の凍結、地下室など換気び 
十分に巧えない場所では使巧 
しないでください。 


爲 



么注意に AUTION) 


力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば 
などでは使用しないで < ださい。 
乂災び発をするおそれびあります。 



可燃物との距離を謎す^ 

図に示すフアンヒーター 
の周囲には可燃物を置か 
ないでください。 

义災の原因になります。 

(水平で立夫な床面に設置） 



15cm な上 



巧の場所ではほ用しない 

乂災や予想しない事故の原因になります。 

〇水平でない揚巧、不ま定な場巧、振動の激しい場巧 
〇不ま定な物をのせた棚などの下 
〇風のあたる場巧、部屋の出入□、屋外 
〇人のいない場所(温室、飼育室など） 

〇巧燃性ガスの発ちする場所またはたまる場所 
〇窓の凍結などのため、換気が'十分に巧えない場所 
〇暖炉や巧し入れなど、フアンヒーターび囲われる場所 
〇ほこり、湿気、を属粉のをい場所 
〇標高1,000 m な上の高地 
〇直射曰化のあたる揚巧 

〇理’美容院、クリーニンヴ店、はんだ巧け作業巧、メツキ 
塗装工場などスプレーや化等薬品を使ラ場所 


ごほ用前 まをのために必ずお守りください 
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A 注意に AUTION) 


シリコーン配合製品をほ用しない 

フアンヒーターを使用しでいる部屋や隣接する部屋では 
シリコーン配含製品(ムース■クリーム-液体スプレーな 
どの枝毛巧ヘアートリートメント類、つや出し剤や防水ス 
プレーなど)を使巧しないでください。 

異常燃焼のおそれや着义=ス、途中'消义、 

換気サイン点滅の原因になります。 


0 


移動するとをのを意 

フアンヒーターを移動するときは、 
义を消しでカートリツジタンクを取 
りおし、傾けないように静かに運ん 
でください。 

なミ由びこぼれると义災の原因になり 
ます。 


〇 



異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など 
異常を感じたとさは使巧しないで 
ください。 

異常燃焼のおそれびあります。 



運搬するとをのを意 

フアンヒーターを運搬するときは、カートリッジ 
タンク、';由受皿巧のな';由を巧いでください。 

運搬の途中でなミ由びこぼれで周囲を巧すおそれび 
あります。 


〇 


〇 


電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコン t ントに根元まで確 
実に差し这み、傷んだプラヴやゆるん 
だコン t ントは使巧しないでください。 
义災の原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 



電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加えた0、重い物を 
のせないでください。また、高温部に巧ブけ 
たり、束ねたまま使巧しないでください。 
電源ブラヴを巧くときは、コードを持って 
弓 I さ巧力、ないでください。 

义巧や感電の原因になります。 



フアンフイルターは化ずほ用 

フアンフィルターを取り外した状態で 
は使巧しないでください。 

巧部にほこりが'たまり、異常燃焼の原因 
になります。 



本な:巧に指や異物を入れない 

温風吹化□や燃焼•温風空気取入 □ 

に指や可燃物 • がをなどの異物を入 
れないでください。 

けびややけどを負ったり、义災•感電の原因になります。 



温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらないでください 。I 
イま温やけどや脱水症状になるおそれが'あ 
ります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消义直をは温風吹化□に 
まなど幽れないでください。 
やけどのおそれびあります。 



変質 I 灯油禁止 

変質な';由(持ち越したな;由など)、不純な';由(な';由な外のミ由 
水 • ごみび混入したなミ由など)を使巧しないでくだ 
さい。 

異常燃焼のおそれびあります。 


0 


居き巧給油禁止 

あ含ミ由は必す义の気のないところで行ってください。 
义災のおそれびあります。 


0 


油漏れお認 

□をは確実に閉めでください。 

□をを下にしでミ由漏れびないことを確か' 

めでください。 

□をを斜めに閉めたりすると簡単に□を 
び外れで、乂災のおそれびあります。 （漏れを確認: 



給油時消义 

おミ由は必す消义しでから 
行ってください。 

义災のおそれびあります。 



ほこ0の除去 

フアンフィルターは週に1回な上必す 
掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどび巧着すると異常 
燃焼のおそれが'あります。 



分解修理.改造の禁止 

故障-破損したら、使巧しないで 
ください。 

不完全な修理や改造は危険です。 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源ブラヴを巧き、ほこり 
やを属物を除去しでください。 

ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良 
になり、义災の原因になります。 



長期間ほ用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いでください。 
义災やず想しない事故の原因になります。 


运 


保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないときや、 f 呆管するとき 
は、必す力ートリツジタンク、ミ由受皿のな 
ミ由を巧さ、傾けたり横倒しの状態で f 呆管しな 
いでください。义災のおそれびあります。 



廃棄するとを 

フアンヒーターを廃棄処分するときは、必すカート 
リッジタンク、ミ由受皿ののなミ由を市販の給ミ由ポンプ 
などで巧いでください。な';由び入ったまま廃棄すると、リサ 
イクルの際、思わめ事故になるおそれびあります。碎词> 


〇 


ごほ用前 まをのために必ずお守りください 


—と— 









































































































各部のなまス 


力ートリツジタンク室温它ンサ ー 



口ぺ-わ 
温風吹出 □ 

(§) 運起か高温になる部分(ごま意ください） 
魚)点検-ま入れび必要な部分 


水平に倒しでお使いください。 

カーテンなどで燃烧-温風空気取入□び 
ふさびれるのを防ぎます。 


燃焼•温風空気取入 □ 


@フアンフイルター 

丘1ぺ-を 


@電源コード 

むベ-》 

@電源プラグ 

|4ペイ〉 


操作部-表示部 


( :操作部） 

ひかえめランプ®巨空を n 
ひかえめボタンを石み^ 


※図は説明のためを部点なした状態です。 

使巧上、を部点なすることはありません。 


タイマーランプ®西とを 
タイマーボタン而^ 



運転ランプ爾 りべ-み ho ベ--》 
消真消乂ランプ®巨をを 

運転入/のスイッチ 

17ベ-ジ>110ベ-め 


運転延長ランプ®)巨をを 
運転延長ボタンを。ク 


チャイルド □ ツクボタン をべ-み 一 


温度/時刻調節ボタンを~1〇 ぺ-ジ〉 


表示部） 


設定温度室内溫度 


現在時刻表示 
時計合せ表示 


をべ-め - 
をべ-め- 


タイマー合せ表示がベ-を- 


-髓關 
-時計させ 
-》かさせ 


BEW 


設定、室内温度表示 「7 〜 8ベ-む 
時計表示 19ぺ-め 


^エラー表示正 3 ぺ-を 


チャイルド□ックサイン 18ぺ-ジ〉 

表示部の説明 


BJglJjiaiKld MiJIRfl 




換気サインけ 3 ぺ-を 


フィルターサイン正 3 ベ-を 


表示部は 表示切換ボタンを1 回押すごとに、 ブ 〜4の順で切り換わります。 


現を時刻表示函這） 

窗定温度卽温度 

' ※現巧時刻を合わせでいない 
とさは f ---- になります。 


2 


時計台せ表术 腎ぺ-ジ〉 

_設關度き禍度 


7030 


领剛 


4温度表示应^ (運転中のみ） 

_ iSSS きの温度 


3 


〇 

タイマー台せ表示函をを 

_說 ss 卽温度 


15 


.妍-含卜 


6 : 3 日 


- 3 - 


ごほ用前 各部のなまえ 


使用する場所 


効果的に使用するために 


1外気に接する窓の下や壁側に設置する r 


1温風の循環を巧げない。 






>熱に弱い巧質の床面(カーペット、木質な、置など)で長時間使巧すると、変色、ひび割れ、 
そり返りなどび発生することびあります。 

また、ほこりやたばこの煙などで変色することちあります。保護のため、マットなどを敷 
いで使用しでください。 



使用前の準備 


フアンヒーターの取り出し 


個包箱等を取りのぞさ、フアンヒーターを取り出す 



お巧0< ださい 


〇捆包箱は保管時に必要となりますので、 
大切に保管しでください。 


運面開始前の準備と巧!認 


2 


水平な場所に設置する 

フアンヒーターび'傾いた状態では使巧しない 
でください。 

ず想しない事故び発をするおそれびあります。 

電源プラグをコン忆ント (1 00 V )に差し込む 

〇 




お巧0< ださい 


0 20 0 V 電源には絶巧に差し込まないで 
ください。 

乂災、感電、故障の原因にな0ます。 

〇タコ足配線はしないでください。 
乂災の原因にな0ます。 



ごほ用前 使用ずる場所•使用前の華備 
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使用前の準備 



燃料は必すなミ由 （J I S 1音なミ由)を使巧してください。 

ガソリン、変質な';由、不純なミ由は、絶巧に使巧しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 


な巧とガソリンの見分けち 


指先につけで、息を吹さかけでください。 
(义の気のないところで） 



■正しい0ミ由の保管方法 

〇义気、雨水、ごみ、高温、直射曰化を避けた場所に f 呆管する。 
〇容器のフタをしっかり閉める。 

〇容器は必すなミ由専巧のをのを使巧する。 

(乳白色の容器でな管したなミ由は変質しやすくなります。） 



変質なミを-不純灯';をとは 


■変質のミ由 

〇昨シーズンより持ち越したちの。 

〇高温の場所で長期間保管したちの。 

〇曰化のあたる場所で長期間な管したをの。 

〇乳白色のポリ容器で保管しでいたちの。 

〇容器のフタび開けであったをの。 

■不純のミ由 

〇な;'由な外のミ由(ガソリン、シンナー、天ぷらミ由、 
機械;'由、重';由、軽';由、灯';由添加剤など)び 
ほんのかしでを混入したちの。 

〇水やごみびねすかでち混入したちの。 

〇な;'由水巧剤や助燃剤を添加したちの。 


変質灯油の見分け方 


水よりかしでち色び'ついでい 
たり、すつぱいにおいのする 
ちのは変質なミ由です。 




変質灯油や不純灯';をを 
使用したとさの症が 


〇においび強くなる。 

〇黄色いおび混じる。巨をを 
〇乂力び上びらない。 

〇消义しにくし、。 

〇着义しにくし、。 

〇給ミ由ランプの点滅。 

〇違中消义する。 化日？ぶのぶ13) 


万一変質なミをや不純灯';をを 
使用したとさの処置方法 


0 


' な';由を巧き、きれいなな';由でカートリツジタンクや';由受 
皿巧、';由フィルターを洗つでからご使巧ください。 

|11~12ベ-め 

1着义•消义を己回程度繰0返しでください。 

/かしにおいびしますので、換気を十分に、 

レ3つで < ださい。 ノ 

I それでち直らないときは修理び必要となります。因をを 
お買い上げの販売店にご相談ください。 




〇変質な';由、不純な'油が原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち保証の巧まがとなります。 


ごほ用前 使用前の華備 
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1 カートリッジタンクを取り出す 



3 給ミ由する 

〇な';由をこぼさないよラに';主意しでください。 

〇ミ由量計の上端を超えないよラおミ由し、な';由をあ/を 
れさせないよラに';主意しでください。 



之 


□金を外す 

〇外した□をにコ''=、糸くす、ホコリなど付着しな 
いよラに';主意しでください。 

〇□をの外側を持って回すとま 
びちれにくく、外しやすくな 
ります。 


□をび外しにくいとさ-1 

〇下図のよラに、□を外側の凹部に指をひつ 
かけで矢印の方向に回すと、簡単に□をび 
外せます。 


4 



凹部 




□ををお実に閉める 

〇こぼれたなミ由は完をにおさ取ってください。 

〇 □をを下にしでを;'由漏れが'ないことを確認しでく 
ださい。 u 

閱一 



〇 


れを確認式□を 


5 


カートリッジタンクをじットする 

〇カートリッジタンクをじットしたを、フアンヒーター 
を運んだり、ゆすったりすると、□をの外側びな;'由 
でめれる場含びあります。 





お巧0< ださい 


〇2ページ『まをのために必すお守りください』をよく読み、ミ主意しで給'油をしでください。 

〇給'油時、□をを/ぶつけないよラ、取0扱いに注意しでください。 

□ をび変おすると'油漏れのおそれや、な'油び出なくなり、給';由ランプび点滅することびあります。巧をを 




^- 

給油の合図 


:0ミ由び残りかなくなつでくると、給油ランプび点滅し、 
電寺音び鳴り、义力び'ルさくなります 


C ピ-ピ -) 


(設定温度び'>! ( ~のときは、最大义力で燃焼します。） 



2 そのまま使巧しつブけると約2時間後(設定温度び '' H 1" 
のとさは約30分後）にのミ由びなくなり、'ぶ〔が'を表示し 
で自動消义します 


設ミ温度郎温度 



給ミ由 M 


3 給油を巧い、運乾入/切スイッチを巧すと、運転を再開 
します 


給油のしかた 


ごほ用前 使用前の華備 


超よ 
をい巧 
端なお 
上えラ 
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運面を開始ずるとを 



ひかえめランプ， 

ひかえめボタン 

チャイルド□ックボタン 

運拓入/切スイッチを巧し、運転を開始します。 


運輯ランプ 
消臭消乂ランプ 

運転入/だ]スイッチ 


運転停止中に 


設定温度卽温度 



??コ 


C 


を巧す 


み 

約40秘後に着乂します。 


炎確認窓から炎の状態を確認する ) 

- 〇正常燃焼 -異常燃焼 




>青い炎で燃焼する 
) パーナの網びホく 
なつでいでち異常 
ではありません 




>青い炎の中に常に 
黄色い炎び現れる 




処置を巧つでください。应 


>運転ランプび点なします。 

>設定温度と室内温度を表示します。 

-室内温度は、||でから表示し、日で 
な下のときは Lo を表示します。 


E£^ 


〇 巧めでお使いになるときは、 
防鐘'油や耐熱塗料び'焼け、 
煙やにおいび出ることびあ 
ります。 

1時間ほどでおさまります 
ので、部屋の換気をしなび 
らご使巧ください。 


運面を停止ずるとを 

運馬入/切スイッチを巧し、運転を停止します。 
運転中に 



約6秒間、消臭消义ランプ （ D び点滅します。 

み 

約6秒後に消乂します。 

必す义び消えたことを確認しでください。 


-消臭機能- 

I 消义時に発ちするにおいの原因となる未燃ガスの発ちを抑える機能です。 

運転入/のスイッチを押すと、約6秒間、未燃ガスを燃焼させでから消义します。 

このとき消臭消乂ランプ®び点滅し、'消臭機能び動作しでいることをお知らせします。 

>運転入/のスイッチを押しでから、約6拽樹こ「カタン J といラ電磁巧び閉じる音びしますび、 
異常ではありません。 

また、異常停止や短時間での運転では消臭機能は動作しません。 


(ir 


お巧0< ださい 


〇消乂は必す運転入/切スイッチで行ってください。 

また、運転停止後3分間は本体巧をちやすためファンび回っていますので、電源プラグを巧かないでください。 
電源プラグを巧いで消乂したり、消乂をすぐに電源プラグをなくと、故障の原因になります。 


運転を開始ずるとき•運乾を停止ずるとき 使用方法 
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設定溫度を上げるとを • 下げるとを 

温度/時刻調節ボタンを巧し、設定温度を調節します。 

〇室内温度をめやすに設定温度を調節しでください。 

〇設定温度は I? 〜 3 日での範囲と、 Lo (常にル义力)、；-!,構に大义力）に調節できます。 

〇現在時刻表示にしでいるときは、表示切換ボタンを押し温度表示にしでから調節しでください。 

f 設定温度を上げるとさは… 

運転に 


固た圆1吟幽令扭 J 

を巧す 

1回押すごとに1ですつ上びります。 

ひかえめ運起 


C 設定温度を下げるとさは… 

運転かに 


^居置]皆這で™た已ミ)た 

V \を巧す 


、ヒ^^ 

1回巧すごとに1でずつ下びります。 


フアンヒーターびお部屋の暖まり具合を自動的に判断し、身体に感じる温度を変えることなく、暖かさをなつ 
よラ燃焼量を抑え運転します。 


ひかえめ運転にするとさは… 


ひかえめ運転を瞄除するときは… 


運転中に 

磁 ’ 



〇ひかえめランプび 

点なします。 

を巧す 


ひかえめ運転中に 



〇ひかえめランプび 

ミ肖なします。 


を巧す 


E£^ 


〇狭い部屋や断熱のよい部屋でご使巧のとさ、が□や富巧などが気温が'比較的高いとさに室内温度が'設定温度より 
上がることびあります。そのときでち燃焼を続けでいますので、あついと感じたときは運転を停止しでください。 
〇室内温度の表示は、室内平巧温度のめやすです。設置方まなどにより必すしち寒暖計の温度とは一致しないこと 
びあります。 

〇電源プラグをコン它ントから巧いたり、停電したときは、設定温度び锅除されます。再度、調節し直しでください。 


チャイルドロックの巧い方 


チャイルド□ツクをセツトするとを 


ルさなお子さまのいたすらや、運転誤操作を防止したいとさにお使いください。 

チャイルドロックボタンを巧し、忆ットします。 

運転中、運転停止中のどちらでを t ツトできます。 

わイルド□ッ 5 


設定温度呈巧温度 






をピツと鳴るまで 
約3秒間巧す 


がコ 


C 


チャイルド□ツクサイン 

び表示されます。 


〇1転中は… 


運転を停止でぎる 



を巧す 

>再度、運転を開始するときは、チヤ 
イルド□ツクを解除しでください。 


運転を延長でぎる 



を巧す 


〇電源プラグをコン它ントからない 
たり、停電したときは、チャイル 
ド□ックび解除されます。 

再度、它ットし直しでください。 

運乾停止中は… 

〇チャイルド□ックの解除がは、 
操作びできなくなります。 


チヤイルド□ツクを解除する 


チャイルドロックボタンを巧し、輯除します。 

チャイルド□ック 





(運転中、運転停止中のどちらでち解除できます） 

齡温度卽温度 


をピツと鳴るまで 
約3秒間巧す 


がコ 


C 


>チャイルド□ックサインが肖えます。 
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設定温度を上げるとき•下けるとき•チャイルド□ックの使い方 使用方法 































































































お巧時刻の合わせ方 



時計として使ラときやタイ 7 —運転を使巧するときは、現在時刻を合わせてください。 

現在時刻合わせは、運転中、運転停止中のどちらでち巧えます。 


現巧時刻を午後 8 時 30 分に合わせるとき 

1 時計合せ表示にする<1互 E 


3 



設定温度 


I 卽温度 


を巧す 


冊合せ 


口. 口口 


UU 


- I - 


現在時刻表示にする 
を巧す 



設定 S 度卽温度 


麵？[巧日 


2 


〇 時計合せ表示と時計表示 （ 1?: 口!] ) び点滅します。 
現在時刻を合わせる 
またはり 
\ \ を巧す 


〇現を時刻表示になるまで、表示切換ボタンを 
押しでください。 


設ミ湿度前温度 




〇時計は 日:日日から 巧ろ日を表示します。 

〇を押すと1分進み、く]を巧すと1分戻ります。 
〇または〇をしばらく押しつブけると 10 分単位 
で早送りびできます。 


消し忘れ消义装置と運お延長 


タイ7—ランプ 

タイマーボタン 

表示切換ボタン 



運乾ランプ 
消臭消乂ランプ 

運転入/のスイッチ 

運転延長ランプ 

運転延長ボタン 


消し忘れによる巧一の事故を防ぐため、運転開始後約 3 時間で自動消义します。 

でッ 


(] 燃焼残り時間のお知らせ ] 

約 3 時間で自動消义する前に、 運転延長ランプと電子音を お知らせします。 


白動消义 10 分前 


白動消义 5 分前 


白動消乂 (運転開始から約 3 時間経過） 


り 

— 〜 

皆 

1運転延長)—— 〜 

運転延長ランプ点滅 


運転延長ランプ点滅 


運転延長ランプ点な 

1 7 回 電子音び 鳴る 1 


1 7 回 電子音び 鳴る 1 


1 7 回 電子音び 鳴り、自動消义 1 


G 自動消乂せずに運乾を継続したいときは- 


運転中に 



>運転 延長ボタンは燃焼残り時間のお知らせを巧ったときに限らす、 
運転 延長ボタンを巧したときから、さらに約 3 時間運転を継続します。 


1寝るとさやが出するとさは、消し忘れ消乂装置には頼らす、必す運転入/切スイッチで消乂しでください。 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 


J 


お巧0< ださい 


消し忘れ消义装置と運弦延長•現在時刻の舍わせ方 使用方法 
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タイ7—運較を使用するときは、タイ7—運較開始時刻を合わせでください。 

現在時刻合わせ、タイ7—運転開始時刻含わせは運転中、運転停止中のどちらでち行えます。 

〇イ 7 — 運転開始時刻を午前 6 時 30 分にするとき 


現を時刻び合わせてあることを確認する 

一設定温度卽温度_ 


4 



を巧す 


麵？[。日 


>現在時刻を含わせないとタイマー運転はでさません。 
>現在時刻の含わせ方は、 9 ページを参照しでください。 


運転状態にする 

〇運転中は、 運転入/切スイッチを 押す必要はありま 
せん。 

〇運転ランプび 点なします。 

を巧す 



2 タイマー合せ表示にする <1星2 


5 


タイマー運転待機中にする 



設定温度1_きの温度 


を巧す 


- li 


脚 G 


rf / 


+ 



を巧す 


〇運転ランプび消灯し、 タイ 
マーランプび点なすると、 
t ツトび完3します。 


〇タイ7-合せ 表示と時計表示び点滅します。 


3 


タイマー運転開始時刻を合わせる 
または 



設 S 度_卽温度 


1タイ7—運転のじツトをしでから運転 入/のスイ 
ツチを押すと、タイマー運転び解除されますので、 
ご'ま意ください。 

' 1度タイ7—運転時刻を含わせると、巧回からは 
4、5を巧ラだけで同じ時刻に運転び開始でき 
ます。 


を巧す 


«卜な ■ 


E3j 


E£^ 


〇時計はな日己から巧ろ日を表示します。 

〇を押すと1分進み、く)を押すと1分戻ります。 
〇またはを>をしばらく押しつブけると 10 分単位 
で早送りびできます。 


〇電源プラグをコン它ントから巧いたり、停電した 
ときは、再度、現在時刻を合わせ、タイ7—運転 
開始時刻を它ツトし直しでください。 

〇地震びあったときは、もラ1度イからじツトし 
直しでください。 


じットした時刻になると自動的にタイ 7- 運転を開始し、まミのため、約1時間で自動消乂します。 
約1時間で自動消乂する前にタイ 7— ランプと電寺^でお巧らせします。 

C ピッポツ ：） 


S 動消义 10 分前 


白動消乂己分前 


[自動消义 (タイマ-運転開始から糾時間経過） 

鶴) 卢 

をッポ疋 

〇 


〇 

變 

タイマーランプ点滅 


タイマーランプ点滅 


タイマーランプ点滅 

1 7 回 電子音び 鳴る 1 


1 7 回 電子音び 鳴る 1 


1 7 回 電子音び 鳴り、自動ミ肖义 1 


自動消义せすに運転を継続したいときは、タイ 7- ボタンを押し、タイ7-運転を辟除しでください。 


タイ7—運捉待機中 


を巧す 



>タイマーランプび 

ミ肖なします。 


タイ7—運転中 


を巧す 



1タイマーランプび ミ肖灯し、 

運転を継続します。 


タイマー運おのない方 



タイマー運面を解除する 


ツトした B ま刻になるとタイマー運面開始 


タイマ—運弦の使い方 使用方法 
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巧震自動消义装置の点検 

燃焼中 I こゆすると消乂するか確認しでください。 

消'乂しない場合は修理び必要ですので、お買い上げの販売店にご相談ください。 


ミ由受皿内の点検をする 

カートリッジタンクに直接水を混入しなくでち、設置場所 
の温度変化などで結露じより力ートリッジタンク巧に水び 
たまり、ミ由フィルター、ミ由受血内に流入する場合びあります。 
水が混入しでいた場合は、12ページの 2 に従い、水を取り 
のぞいでください。<5^ 


••••い 


給';由ランプの 点滅び止まらない 
着义=スしたり、異常停止する 
。日？、[旧) 


ミ由フイルターの点検 

な下の手順に従い、点検' 


• 掃除をする 

掃除を巧って < ださい。 



' 給';由ランプの 点滅び止まらない 
I 着义=スしたり、異常停止する 
巧日？、[お) 


力ートリツジタンクを巧き、ミ由フイルターを確認する 

ミ由フイルターにな;'由を入れ、持ち上げる。 



なミ由か'か滴のよラに落ちる。 

または、全く落ちない。 

な 

なミ由び糸を引くよラに落ちる。 

術10秒） 

ク 

ク 

ミ由フイルターび目ブまりしでいます。 


ミ由フイルターは目ブまりしでし、ません。 

。 ク 

- ノ 

ク 

艺 じ従い、掃除しでください。 


正萬です。 


2 


ミ由フイルターはきれいなのミ由ですすぎ洗いし、乾燥させる 

ミ由フィルター ミ由フイルターはぎれな：):了ミ由ですすぎない L 、 ごみなど5取 C のぞぎ、ホなど 
でな';由をおぎ取ったあと、曰陰に置いでよく乾燥させでください。 

ミ由フィルターに水分が残っていると、な';由び落ちず、お';由ランプび点滅します。 


灯ミ由 





广 洗浄後の巧';由の処分は、巧';由をお買い巧めになった販売店にご相談 

ください。洗浄後の灯油を使田するとが障の原因となります。 


曰常の点検•手入れのしかた 


お守0< ださい 


〇点検•ま入れを行ラときは、必す運転を停止させ、本化び;ちえでから電源プラグを巧き、点検•ま入れを 
巧つでください。义がややけどのおそれびあります。 


ご ffi 用のたびに 


本体の园迈にな燃物は 
ないか 



ミ由漏れ、ミ由のたまり、ミ由のにじみは 
ないか 

異萬びあるときは使巧 
を中止し、お買い上げ 
の販売店にご相談くだ 
さし、。 



本体のごみやほこりをおさ取る 

柔らかい巧でからおぎするか、 

ラすめた中性洗剤をしみ込ま WW 

せた巧でおいでくださし、。 

本体をベンジン-シンナーな 
どで掛かないでくださし、。 



週に1回な上は 


フアンフイ ルターの ほこりを取る 

フアンカバー フアンフイルター 



ドちれびひどいときは、洗剤等を使って、 
レ K ないし、ちれを落としでください。; 


フアンフイルターの 
がし方 



上のツマミを押し、 
字前に持ち上げる 


フアンフイルターの 
取りなけち 



下のツメをはめで 
から上部を押す 


お守0< ださい 


〇フアンフイルターをフアンカバー 
に取 0 付けたまま、 掃除機などで 
強くこするよラにすると、フアン 
フイルターび破損することびあり 
ます。 

必すフアンカバーからフアンフイ 
ルターを取りがし、強い力をかけ 
ないよラにおま入れしでください。 


ヶ月に1回な上は 


日常の点検•手入れのしかた 点巧•その他 
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保管（長期聞 f ま用しない場合）、廃棄のしかた 

なの手順に従ってファンヒーターを保管してください。 

1 電源コードをまねる 


2 方ー トリッジタンク内とミ由受皿内ののミ由をすべて抜く 

ミ由フィルタ-を取りのぞき、市販の給ミ由 
ポンプなどで、ミ由受皿内のな;由をすべで 
巧いでくださし、。 

〇巧き取りが悪い み 

給ミ由ポンプの先をカットし、抜さ取りや 
すいよラじしでください。 

〇なミ由び巧けきらない み 
巧などで油受皿内をよく热いでください 



/ミ由フィルター, 

適当な容器(約] L )\ 
プラスチック製の客器を使用 
した場含は、長時間そのまま、 
放置しないでください。 





1別売のスポイトを用意しでいます。スポイトをご//っぷ 
使巧されますと、巿版の給'油ポンプで巧けきらな/ 173 R 

かつたな';由び巧き取りやすくなります。因をを体体価格165円） 

-廃棄するとき- 


3 フアンフイルターと';由フイルター 
の掃除をする <! E ^ 

4本体のちれをおき取る <! Ez 2 


5フアン ヒーターを 箱に入れる 

湿気のかない場所に保管しでください。 


お守〇< ださい 


〇フアンヒーターを傾けたり、横倒し 
のが態で保管しないでください。 

'油漏れなどにより、乂災のおそれび 
あります。 

〇カートリツジタンク巧とミ由受皿内の 
な'油は完をに巧いでください。な'油 
が'残っていると変質し、故障の原因 
になります。 

〇な'油は翌シーズンに持ち越さす、使 
いさるよラにしでください。 


>フアンヒーターを廃棄処分するときは、必ずカートリッジタンク-ミ由受皿巧のロミ由を市販の給ミ由ポンプなどで 
巧いでください。な';由び入ったまま廃棄すると、リサイクルの際、思わめ事故になるおそれびあります。 

>な';由の処分は、な';由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


巧障.異常の見分け方と処置方法 


修理を依頼する前に 


なの症状は故障ではありません。修理を依頼される前に1度ご確認ください。 


症 状 

原 因 

すぐ着义しない 

〇ホ熱時間び約40砂必要です。 

〇給';由直後はな';由び送ミ由経路に回るまで時間がかかります。 

2、3回着义動イ乍を繰り返しでください。 

「ジー j 、 「カタン j と音がする 

着义するための動た音です。異萬ではありません。 

ネリめで使用するときやな;'由がなくなり、再び 
着义するとき白煙び出る 

なミ由の気化ガスびパーナに巧分回らないと、このよラな症状が化ることがあ 
りますが、異萬ではありません。 

巧めで使用するとき煙やにおいび出る 

防鐘';由や耐熱蛋料が焼けるためです。1時間ほどでおさまりますので、部屋 
の換気をしなびらご使用ください。 

おの色びピンク、またはオレンジ色になる 

超音波なの如湿器を使用すると起こります。 

水に含まれるカルシウム分による反応です。 

炎の色びときどきチラチラとホくなる 

空気かのほこりび燃えるためです。 

バーナの網びホくなる 

青い炎のかに常に黄色い炎び現れなければ、異萬ではありません。 

室温を高めに設定しでち室温び上びらない 

部屋び広すぎる場合に起こります。 

室温をおめに設定しでち室温び下がらない 

狭い部屋や脚熱のよい部屋でご使用のとき、が□やき先など外気温び比較的 
高いときに室内温度び設定温度より上がることびあります。そのときでち燃 
焼を続けでいますので、あついと感じたときは運転を停止しでください。 

室内温度表示び部屋の暮暖計と一致しない 

室内温度の表示は、室内平巧温度のめやすです。 

設置方法などにより必ずしも暮暖計の温度とは一致しないことびあります。 

運転中または消乂直後に「ポコ J 、 「パキッ J 
などの音びする 

を属び熱じより膨張-収縮するためです。 

異常ではありません。 

運転停止後、約6秒後に「カタン j と音がする 

消义時の動作音です。異萬ではありません。 


保管(長巧間使用しない場 含)、 廃棄のしかた•巧障•異常の見分け方と処置方法 点巧•その他 
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が障.異常の見分け方と処置方法 


異常の原因と処置のしかた 


何らかの異常で表のよラなエラー表示や症状び現われたときは、適切な処置を巧ってください。 


表示部(エラー表示） 

原因（ちを装置） 

処置 方法 

— 

一時停電した、または電源プラグが巧けかか 
っでいるため、白動;'肖义した。 

(停電る全装置び作動） 

電源プラグを確実にコン它ントに差し込み、運転入/の 
スイッチを巧し直す。 

•二广 M 
ごし M 

地震(約震度曰!^上)や強い振動、衝撃を受け 
たため白動消义した。 

け3 震 自動消乂装置が'作動） 

周囲の可燃物、機器の損傷、巧のあふれなど異萬がない 
ことを確認した後、運転入/切スイッチを巧し直す。 

こ 广じ, 

C UC 

着义ミスしたり、ミ由フィルターやミ由受皿のに 
水やごみびたまったため、自動ミ肖义した。 

(点乂安全装置び作動)(燃焼制御装置び作動） 

ミ由受皿内の水やごみを取りのぞき、ミ由フィルターは水 
分をよく乾燥させたを、運転 入/の スイッチを巧し直す。 

<11 ベ-ジ1 

C nzt 

C UJ 

C 广广, 

しし M 

室温が'異萬に高温 (40‘ CJ ^ 上）になったため、 
白動消'乂した。 

(室温異常高温防止装置が'作動） 

設置ちまを確かめ、運転入/のスイッチを巧し直す。 

こ no 

C UJ 

\\ \ 1 /// 

Mi 瓜 d 

/// 1 \ \\ 

燃焼•温風空気取入□やファンフィルター、 

温風吹出 □ び物でふさびれたり、ほこりびた 
まったため、白動消'乂した。 

(過熱防止装置び作動） 

〇燃焼 • 温風空気取入□やフアンフィルター、温風の出 
□の障害物を取りのぞさ、掃除した後、運転入/のス 
イッチを巧し直す。 

〇処置を行っても繰り返し作動するときは使用を中止 
し、お買い上げの販売店にご相談ください。 114 ベ-み 

\\\1/// 

Ml 化 d 

///1\\\ 

こ ，二, 

C 〇 

\\ 1 // 

// 1 \\ 

密閉した部屋で使巧した場合、不完全燃焼馆区 
匡の空気の異萬状態）を防止するため、自動 
消义した。 

(不完を燃焼防止装置が'作動） 

部屋の空気を入れ替えでから運転入/のスイッチを巧 
し直す。 

(使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回換気する） 

運転延長ランプ 
点な 

<9 ぺ-ジ 1 

燃焼を開始しでから約 3 時間が経過したため、 
自動消'义した。 

(消し忘れ消义装置び作動） 

運転入/のスイッチを押し直す。 

運転ランプ点滅 
運転 S 長ランプ点滅 
t rr 表本 

運輯入/のスイッチが巧しつブけられたため、 
白動消'乂した。 

表示’操作部周迈の障害物を取りのぞぎ、コン它ントを 
入れ直しでから運転入/のスイッチを巧し直す。 

F 日日 〜 h 1日 

修 S ■ 点検が'必要な故障です。 

表示内容を控えたを、電源プラブを抜さ、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 114 ベ-め 

症が 

原 因 

処置 方法 

運転を開始しない 

チャイルド□ックび它ットされでいる。 

チャイルド□ックを锅除する。 巧 石 n 

給ミ由ランプの点滅 
び止まらない 

:〇ミ由びなくなった。 

給ミ由する。 <6 ベ-ジ1 

カートリッジタンクが変おしでいる。 

〇ミ由フィルターになミ由がたまっでいるときは、ミ由フィ 
ルターの点検.掃除をする。 ク 1 ぺ-ジ1 

〇ミ由フィルターになミ由がたまっでいないときは、力一 
トリッジタンクを新しいちのと交換する。 114 ベ-め 

ミ由フィルターやミ由受皿内に水やごみびたま 
っでいる。 

ミ由フィルターの点検•掃除をする。 < Tv ^ 

义力び上がらない 

給ミ由ランプび点滅しでいる。 

給ミ由ランプび点滅しでいる。 

給ミ由する。 <6ベ-ジ1 

変質なミ由-不純なミ由を使用した。 く5ベ-';; 

〇ミ由受皿やタンク巧の灯油を巧き、きれいなな;由で洗 
っ。 ク1ぺ-ジ1 

〇着义’消义を 5 回程度繰り返す。（かしにおいがしま 
すので、換気を十分に行っでください。） 

異萬燃焼を起こす 
クぺ-ジ1 

変質なミ由-不純なミ由を使田した。 <153 

部屋の換気び不十分。 

換気を十分に巧ラ。 く 1 ベ-引 

ファンフィルターにほこりがたまった。 

フアンフィルターの掃除をする。 <11ぺ-ジ1 

においび強い 

けミ由びなくなった。 

給ミ由する。 <6ベ-ジ 

変質なミ由-不純なミ由を使用した。 〈5ベ-ジ 

ミ由受皿やタンク内の灯ミ由を巧ぎ、されいななミ由でなラ。 

<11ぺ-ジ1 

なミ由びこぼれたり、漏れでいる。 

使用を中止し、お買い上げの販売店にご相談ください。 

114 ベ-め 

油が漏れでいる 

カートリッジタンクを入れたまま移動した。 

不純灯'油を使巧した。 巧と引 


^処置を巧つでち直らないとぎ、上記な外のエラー表示が'でたとさ ） 

故障び考えられますので、お買い上げの販売店にご相談ください。面をを 
巧障したまま使届しつブけると、予想しない事故が'発生するおそれが'あります。 
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故障•異常の見分け方と処置方る 点巧•その他 


保証とアフターサービス 


保証について 


保証書(別添な） 

販売店で必要事頂を記入しでお渥ししますので、記入 
内容をお確かめのラえ、巧客をよくお読みのあと、大切 
にな管しでください。 

保証期間 

保証期間はお買い上げ曰から本体3年間です。 

なお、 f 呆記期間中でち消耗部品の取り替えなど有料と 
なることびありますので、な証書をよくお読みくださ 
い。 なべ-ジ I 


補修用性能部励口いて 


>補修届性能部品とは、その製品の機能を維持するため 

广"ツ,毎れな R 思ア T 才 

>本ファンヒーターの補修届性能部品は、製造巧切りを 
6を保有しでいます。 


不明な点に脈るご相談 


不明な点やお困りのときは、アフターサービスご相談窓 □ 
にご相談ください。 isa > 


修 S を依頼するとをは 


〇「故障’異常の見分け方と処置ちを」に従ってお調べくだ 
さい。 < r 2~ i 3 ぺ-ジ I 

〇処置を巧っでち直らないときは、ご使店を中止し、必す電 
源プラヴを巧いでから、お買い上げの販売店にご相談くだ 
さい。その際は、巧の事頂をご連給ください。 

品 名：ダイニチブルーヒーター 

型すの呼び：裏表紙「化様 J に記載 
お買い上げ曰：保証書に記載 
症 状：エラー表示など、でさるだけ詳し< 

保証期間中 

修理に際しましでは、 f 呆記書をご提示ください。 

な記書の規定に従って、販売店び修理させでいただきます。 

保証期間び'過ぎでいるとさ 

修理すれば使巧できる場合には、ご希望により有料修理 
させでいただきます。 

修理料金 

技術料+部品げ (+ 化張料)などで構成されでいます。 


お巧0< ださい 


〇修理などでフアンヒーターを運搬するとさは、必す力 
-トリッジタンク、'油受皿巧のり'油を巧いでください。 
運搬の途中でな' 油びこぼれで周囲を巧すおそれびあ 

0ます。<!を3 


部品交換について 



部品交換が'必要な際は、お買い上げの販売店、または 
し財)曰本扫;由燃焼機器な守協含で行ラ技術管理講習ミ 
修3者 (6; 由機器技術管理±)、または技術講習舍修3 
者(点検整備±)のいる販売店などにご依頼ください。 


お守0< ださい 


，修理•部品交換は、お客様個人では絕巧に 
巧わないでください。 

けがややけどのおそれがあります。 



次の補修巧牲能部品を破損したり紛失したと含、別売部品は、お買い上げの販売店にご'までください。 
その隙は、型式の呼ぴ-部品名をはっきりとお伝えください。 

广 


別売部品 


補修巧性能部品 



ず 



スポイト 

173円 

(本体価格16日円） 


カートリッジタンク 
《(タンク)□金な 
4,200円 

体体価格4,000円） 


(タンク)□を 
840円 

体体価格800円） 


ミ 由 フィルター 
525円 

(本体価格500円） 


フアンフイルター 

1,050円 

(本体価稻1,000円） 


この価格は本フアンヒーター巧です。また、価格はず告なく変更することがあります。 
その他の部品についではお買い上げの販売店にご相談くださし、。 


定期点巧のおすすめ 


2シーズンに1回の定期点検をおすすめします。 

長期間ご使巧になりますと機器の点検び必要です。点検を受けないと、ず想しない事故び発をするおそれびあります。 
未然に事故を防止するため、シーズン初めやシーブン終3時にお買い上げの販売店、または修理資格者〔(財)日本 6'; 由 
燃焼機器保守協合 ( TEL 03-3499-292 の〕で行ラ技術管理講習合修 3 着 (6; 由機器技術管理±)のいる店などに点検め 
頼されることをおすすめします。（有料） 


保証とアフタ—サ—ビス•部品交換についで•定巧点検のおずずめ 点巧•その他 
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仕様 


型式の呼び 

FW -3290 S 

FW -4390 S 

種 類 

気化す-強制通気お-強制な流お 

点义 方す 

連続放電点义 

使 用 燃 料 

ロミ由 （ J 旧1号ロミ由） 

燃料消費量 

最大 

0.311 L/h 

0.418 L/h 

最ル 

0.072 L/h 

0.082 L/h 

暖房出力 

最大 

3.20 kW 

4.30 kW 

最ル 

0.74 kW 

0.84 kW 

騒 音 

(正 面） 

大义力 

3 已 d 己 

38 d 己 

ル义力 

24 d 巨 

25 d 己 

ミ由タンク客量 

5 .C 

L 

燃焼継続時間 

大义力 

16.1 時間 

12.0時間 

ル义力 

69.5 時間 

61.3 時間 

標準適室 

木造 

15.0 m 2(9 置） 

18.0 m 2(11 置） 

] ンクリ-卜 

20.0 m 2(12 置） 

2 已 .0 m 2(15 置） 

外形ブる 
高さ X 幅 X 奥行 

置台込 

429 mmx 371 mmx 294 mm 

43己 mm X 436 mmx 31 3 mm 

本体 

429 mmx 330 mmx 255 mm 

43 已 mmx 395 mmx 265 mm 

質 量 

約 7.8 kg 

約 8.7 kg 

電源電旺及び周波数 

100 V 己 0/60 Hz 

定 格 

消費電力 

最大;'肖費電力 

390/390 W (点义ネリ期に短時間発生） 

燃焼時 
消費電力 

98/98 W (大义力時） 

143/143 W (大义力時） 

52/52 W (ル义力時） 

62/ 62 W (ル义力時） 

をを 装置 

停電まを装置、巧震白動消义装置、燃焼制御装置、点义安全装置 
不完を燃烧防止装置、過熱防止装置、消し忘れ消义装置 

その他の装置 

室温異常高温防止装置 


愛情点検 

長年ご使用のフアンヒーターの点検を！ 

り 


こんな 
症状は 
あ0ま 
せんか 

’ミ由漏れする 
’強いにおいびする 
’運転中に異常な音びする 
’その他の異常や故障びある 

► 

ご使巧 
中止 

故障や事故防止のため、電源プラヴ 
をコンじントから巧き、お買い上げ 
の販売店に点検 • 修理をご相談くだ 
さい。 



0巧ザニザて第がづ r をが 

干 950-1295 新漏県白根市大字北田中 780-6 
ホームぺージ http :// www . dainichi - net . co . jp / 


まを営業所 

干 101-0021 

千代田区夕1•巧田2 -13- 7ダイニチ巧田ビル 巧 03 (3258) 3841が) 

大阪営業所 

干 564-0044 

大阪府の田巿南を田 2-6-6 

巧 06 (6330) 1431 ㈱ 

仙台営業所 

干 984-8651 

仙台巿岩林区卸の 3-1-15 

巧 022(235)8621 が) 

新潟営業所 

干 950-1 295 

新潟県白根巿大字北田中780 — 6 

巧 025 (362) 1140が 

高崎営業所 

干 370-0043 

群馬県高崎巿高関の345 

巧 027(328)0501 が) 

ま都宫営業戸斤 

干 320-0838 

字都邑巿吉野 2-1-12 

巧 028(636)9411 ㈱ 

名ち屋営業所 

〒461-0028 

名ち屋巿ま区東大曽根の本通 7-789-1 第一生命ビル 巧 052(721 )6677 が) 

広島営業所 

干 731-0137 

広島巿安佐南区山本1 -4-25 

巧 082(875)8851 が 

福岡営業所 

干 812-0016 

福岡巿博を区博ぎ駅南 2-4 -11シティーコート中陽 凸 092 (474) 0731が) 



FW-3290S/4390S-1-30.000-1 





















































